
試験No. 断面寸法
（ｍｍ）

木ダボ間隔
（ｍｍ）

加工孔径
（ｍｍ） 試験体数

A3
1～50

φ19.5105×450×3,200
30×105×800

@900 3本
45枚

本試験ではDLTの各構成部材下面（15箇所）および、上面（8箇所）にひずみゲージを貼り、
荷重載荷時にDLTのたわみと、その各構成部材に生じるひずみを測定しました。

図 - 1　試験体姿図

表 - 1　試験体の仕様

■ 試験目的 梁の中央部の上下面にひずみゲージを設置したDLT梁の曲げ試験（平使いの梁の曲げ試験）を行い木ダボ接合
による荷重伝達の詳細を確認しました。
DLTに使用する製材（長さ4.0ｍ）より切り出した板（長さ0.8m）の曲げ試験をあわせて行い、梁の構成要素の曲
げ性能を確認しました。

1）厚さ105mm×幅450mm、長さ3.2m　DLT梁の曲げ試験
2）厚さ30mm×幅105mm、長さ0.8mの板の曲げ試験

群馬県林業試験場

2019年10月3日、4日、15日、16日

H鋼荷重載荷時の状況 集中荷重載荷時の状況 曲げ破壊の状況 1

■ 試験内容

■ 試験場所

■ 試験実施日

群馬県産スギ　乾燥材（KD材）含水率20.0％以下　30ｍｍ×105mｍ
JAS乙種 2級　比重 0.37 以下の材料を選別
欧州ブナ　直径 20mm　たて溝つき　比重 0.65 以上　含水率 13％以下

■ 試験体仕様

DLT構成材：

木 ダ ボ：

令和元年度 林野庁補助事業 木材産業・木造建築活性化対策事業

DLT　
梁の曲げ試験2（結果速報）

事業主体：株式会社 長谷萬
事業名：DLT(Dowel Laminated Timber)普及に向けた性能評価と普及活動について
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試験体No. 荷重条件 荷重
（kN）

変位①
（mm）
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（mm）
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変位④
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変位⑤
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集中荷重 1
集中荷重 2
集中荷重 3
集中荷重 4
集中荷重 5
集中荷重 6
破壊時
H鋼　積載
集中荷重 1
集中荷重 2
集中荷重 3
集中荷重 4
集中荷重 5
集中荷重 6
破壊時
H鋼　積載
集中荷重 1
集中荷重 2
集中荷重 3
集中荷重 4
集中荷重 5
集中荷重 6
破壊時

14.991
3.992
3.987
3.996
3.989
3.993
3.998
17.412
14.992
3.990
3.990
3.992
3.992
3.993
4.002
17.900
14.994
3.993
3.991
3.997
3.998
3.993
3.996
17.842

19
11
7
4
9
5
3
49
20
12
8
5
10
6
4
66
21
13
8
5
10
6
4
65

20
9
7
5
8
6
4
0
20
10
7
5
8
4
4
0
22
8
7
6
8
6
5
0

20
5
6
7
4
5
6
20
20
5
6
6
4
5
5
18
22
5
6
7
4
5
5
17

20
1
3
5
1
3
4
0
20
1
4
5
2
4
4
0
22
1
4
6
1
3
5
0

20
0
2
4
0
1
3
-6
20
0
2
4
0
3
3

-14
22
0
3
5
0
2
4

-17

A3-1

A3-2

A3-3

梁中央部にH鋼（H-75x150）を積載し、中央部に15kNまで荷重を
かけてたわみ量を測定しました。

集成材の日本農林規格　曲げ試験Bに準じて部分的に4kNまで荷重を
かけてたわみ量、荷重を測定しました。DLTに部分的に荷重をかけられ
るよう載荷板に90mm×90mm、高さ90mm程度の硬木を介してDLT
を構成する30mmの部材の約3枚分に架かるよう荷重をかけました。

たわみ測定試験実施後に集成材の日本農林規格 曲げ試験Bに準じ
スパン中央に破壊が認められるまで荷重をかけました。

表 - 1　DLT梁の曲げ試験結果

試験結果

曲げ試験内容

試験結果数値（速報）

試験1

試験2

試験3



Ｐmax（N） ΔP（N） ΔY（mm） MOE
（kN/mm2） Eグレード 備考

1569.13
1569.12
1569.18
1569.09
1569.20
1569.17
1569.10
1569.33
1569.10
1569.10
1569.10
1569.19
1569.05
1569.11
1569.10
1569.09
1569.10
1569.09
1569.11
1569.12
1569.12
1569.10
1569.12
1569.15
1569.15
1569.18
1569.13
1569.09
1569.12
1569.09
1569.11
1569.09
1569.12
1569.13
1569.15
1569.18
1569.12
1569.09
1569.19
1569.10
1569.13
1569.10
1569.11
1569.12
1569.11

1176.85
1176.84
1176.88
1176.82
1176.90
1176.88
1176.83
1177.00
1176.82
1176.82
1176.82
1176.90
1176.77
1176.83
1176.83
1176.82
1176.82
1176.82
1176.83
1176.84
1176.84
1176.83
1176.84
1176.86
1176.86
1176.89
1176.85
1176.82
1176.84
1176.82
1176.84
1176.82
1176.84
1176.85
1176.86
1176.89
1176.84
1176.82
1176.89
1176.82
1176.85
1176.83
1176.83
1176.84
1176.83

1.84
2.89
1.35
1.60
1.38
1.29
1.32
1.43
1.05
1.37
1.15
1.27
1.21
1.34
1.25
1.27
1.52
1.32
1.15
1.28
1.28
1.20
1.18
1.27
1.23
1.25
1.28
1.23
1.12
1.40
1.11
1.31
1.57
1.38
1.21
1.74
1.69
1.27
1.34
1.29
1.18
1.42
1.59
1.19
1.27

4.18
2.66
5.68
4.81
5.59
5.94
5.84
5.39
7.29
5.62
6.71
6.05
6.35
5.73
6.16
6.07
5.05
5.83
6.70
5.99
6.01
6.43
6.50
6.06
6.26
6.17
6.01
6.24
6.85
5.49
6.93
5.85
4.90
5.56
6.36
4.42
4.56
6.05
5.73
5.96
6.52
5.42
4.84
6.47
6.07

E50
 

E50
E50
E50
E50
E50
E50
E70
E50
E70
E50
E70
E50
E70
E50
E50
E50
E70
E50
E50
E70
E70
E50
E70
E70
E50
E70
E70
E50
E70
E50
E50
E50
E70
E50
E50
E50
E50
E50
E70
E50
E50
E70
E50

髄を含む

中心に髄を含む

中心に髄を含む

表 - 2　板の曲げ試験（ヤング係数測定）

試験 2 の集中荷重載荷時では荷重の載荷位置に応じてたわみ量が異なり、梁の端部に加力した荷重条件 1、4 の場合で変位計
①～⑤では直線的にたわみが変化しており、木ダボによる荷重伝達効果が確認されました。
梁の中央に加力した、荷重3、荷重6の比較において、荷重位置直下の変位計3のたわみ量にわずかな差がありますが、荷重位置の
直下に木ダボがなくとも変位計①～⑤のたわみ量がほとんど同程度であることから、木ダボの連結効果が確認されたといえます。
ひずみの測定結果で、スパン中央に集中荷重を載荷した際に、載荷直下の部材 3 枚のうちで梁中心側の部材のひずみ量が大き
い傾向が見られました。スパン中央から 450mm ずれた木ダボ上に荷重載荷した場合でも、同様の傾向が見られる為、何らか
の相関関係が推測されます。

試験体寸法　幅 105mm、せい30mm、スパン420mｍ
曲げヤング係数は　MOE＝⊿PL3 ／（48I･⊿ｙ）より求めた

試験結果のまとめ

tatsumi.kobayashi@haseman.co.jp03-5809-8577

株式会社 長谷萬　商品開発部／担当：小林お問い合わせ先


